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	君津市ボランティアセンター
	ボラセンだより
	VOL.16 R8.5.1発行 （不定期発行）
	地域の皆様、いかがお過ごしでしょうか。「ボラセンだより」再始動です！ しばらくの間、お会いする機会が空いてしまいましたが、発行を再開することになりました。  不定期ではありますが、ボランティアイベント情報を、飾らない言葉で詰め込んでお届けします。  新年度を迎え、新しい出会いを楽しみに、また皆様の身近な存在としてボランティア活動を支援してまいります。 どうぞよろしくお願いいたします！

	職員紹介
	前年度に引き続きボランティア コーディネーターの山寺です。 皆様に育てていただきながら、ボランティアセンターで勤務して10年経ちました。 今年度は月曜日から金曜日まで毎日、勤務していますのでボランティアセンターにお気軽に顔を見に来てください。
	ボランティア担当の鹿島 （かじま）です。 ボランティア担当として4年目を迎え、今年度からコーディネーター兼務になりました。 皆様との信頼関係を大切にし、 初心を忘れず「相談してよかった」と言っていただけるよう、心掛けてまいります。
	今年度から ボランティア担当になりました、八田（はった）です。 福祉教育などでボランティアさんには大変お世話になっております。 今年度もよろしくお願いいたします。

	ボランティアセンター(VC)とは
	　さて、改めて「VC」が何をしている場所なのかを紹介いたします。 　一言で言えば、ここは地域の「助けて」と「やりたい」を繋ぐ、街のハブのような場所です。

	そのために、 １.つなぐ２.育てる ３.広める４.支える
	　ボランティアは、決して特別な誰かが行う「自己犠牲」ではありません。誰かのために動くことが、自分の居場所を見つけることに繋がり、巡り巡って自分自身の元気を生み出す。そんな温かい「お互いさま」の循環を、私たちは全力でサポートしています。　
	年間計画

	実施時期
	内　容
	６月２１日
	８月下旬
	１０月中旬
	１１月中旬
	２月下旬

	「ボランティア講座」 周知・啓発活動
	「ボランティア講座」 ボランティアの専門講座
	「ボランティア講座」 ボランティアの基礎講座
	「ボランティアと障がい者との研修・交流会」 内容検討中
	「ボランティアの集い」 内容検討中
	　随時ボランティアセンターにて活動相談や依頼など受けております。 　※実施時期や内容については変更になることもございますので、周知 　　チラシをご覧ください。
	お知らせ
	　　　　　　　　　登録ボランティア数　　（令和8年4月現在)　　
	ボランティアグループ
	70グループ（1,004名）
	個人ボランティア
	127名


	収集活動にご協力ください！
	「使用済み切手」及び「プルタブ」、「使用済みカード等」の回収運動を実施しております。お寄せいただいた使用済み切手等は、業者等に売却し、その収益は貸出用の車イスの購入等に活用させていただいております。
	連絡先
	社会福祉協議会 公式HP



